
再評価結果（平成２９年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課
担当課長名：川崎 茂信

事業 事業 国土交通省
事業名 一般国道４６号 盛岡西バイパス 一般国道

もりおかにし

区分 主体 東北地方整備局

自：岩手県盛岡市永井第一地割字高屋
もりおか ながいだいいちちわり た か や

起終点 延長 ７．８ｋｍ
至：岩手県盛岡市上 厨 川字前潟

もりおか かみくりやがわ まえがた

事業概要

一般国道４６号は、岩手県盛岡市から秋田県秋田市に至る延長１０７．２ｋｍの主要な幹線道路である。
もりおか あ き た

盛岡西バイパスは盛岡市永井第一地割字高屋から盛岡市上 厨 川字前潟に至る延長７．８ｋｍの４車線（一
もりおかにし もりおか ながいだいいちちわり た か や もりおか かみくりやがわ まえがた

部６車線）道路である。
Ｓ５９年度事業化 Ｓ５９年度都市計画決定 Ｓ６１年度用地着手 Ｓ６２年度工事着手
（H１４年度事業延伸） （H２１年度変更）
全体事業費 ４３０億円 事業進捗率 ７４％ 供用済延長 ７．８km
計画交通量 ３０，３００台／日

Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)／(事業全体) 総便益 (残事業)／(事業全体) 基準年
費用対効果 (事業全体)１．８ １１５億円／ ６２６億円 ８４０億円 ／１，１１０億円
分析結果 事 業 費 ：１００億円／ ５７６億円 走行時間短縮便益：７３９億円／ ９８５億円 平成２５年

(残 事 業 )７．３ 維持管理費 ： １5億円／ ５０億円 走行経費減少便益： ８０億円／ １００億円
交通事故減少便益： ２１億円／ ２５億円

感度分析の結果
【全体事業】交 通 量 変 動 ：B/C=1.6～2.0(交通量 ±10%)【残事業】B/C=6.7～8.1(交通量 ±10%)

事 業 費 変 動 ：B/C=1.7～1.8(事業費 ±10%) B/C=6.7～8.0(事業費 ±10%)
事業期間変動 ：B/C=1.6～1.9(事業期間±20%) B/C=6.7～7.8(事業期間±20%)

事業の効果等
・円滑なモビリティの確保

前潟地区から第三種空港である花巻空港へのアクセスが向上（64分→61分）
・都市の再生

市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとして盛岡南新都市土地区画整理事業と連携

関係する地方公共団体等の意見
・岩手県知事の意見

１． 「対応方針（原案）」案に対して異議ありません。
２． 本県では、盛岡都市圏の交通を円滑化にし、都市機能を高める一般国道４６号の整備促進を求め

ているところです。
「盛岡西バイパス」は、盛岡広域都市圏の渋滞緩和や新たな交通軸形成による新市街地発展に大

きく寄与する重要な事業であることから、暫定２車線区間の４車線化について、早期完成を図って
いただくとともに、盛岡西バイパス南進についても、早期事業化をお願いしたい。

・以下の団体等から、盛岡西バイパスの整備促進について要望あり。
岩手県（知事）、盛岡市（市長）、矢巾町（町長）

事業評価監視委員会の意見
対応方針（原案）どおり「継続」が妥当である。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
・この事業の目的が失われるような道路交通状況の変化及び関連プロジェクト等の変更はない。
・平成２５年度全線暫定開通

事業の進捗状況、残事業の内容等
・事業進捗率７４％（うち用地進捗率１００％）

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
・事業の進捗に係る問題はない。

施設の構造や工法の変更等
・通水断面の大きい円形側溝とすることで排水枡及び流末処理工の数を削減し、コスト削減を図った。



対応方針 事業継続
対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


